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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第２四半期 33,796 5.2 1,067 △12.5 1,226 24.6 769 21.9

29年３月期第２四半期 32,127 △1.3 1,221 2.0 984 △21.0 631 △27.8
(注) 包括利益 30年３月期第２四半期 1,200百万円( ―％) 29年３月期第２四半期 △849百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第２四半期 87.14 ―

29年３月期第２四半期 71.87 ―
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第２四半期 51,363 22,849 44.3

29年３月期 49,828 22,037 44.1
(参考) 自己資本 30年３月期第２四半期 22,772百万円 29年３月期 21,966百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 0.00 ― 50.00 50.00

30年３月期 ― 0.00

30年３月期(予想) ― 50.00 50.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 69,000 3.7 2,700 16.4 2,500 △2.9 1,650 1.1 186.59
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無
　　

　
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期２Ｑ 9,011,560株 29年３月期 9,011,560株

② 期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 171,659株 29年３月期 194,794株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 8,829,301株 29年３月期２Ｑ 8,784,615株
　

※当社は「信託型従業員持株インセンティブ・プラン（E-Ship）」を導入しております。野村信託銀行株式会社
（カワイ従業員持株会信託）が所有する当社株式を期末自己株式数に含めて記載しております。
（30年３月期２Ｑ 75,700株）
また、野村信託銀行株式会社（カワイ従業員持株会信託）が所有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控
除する自己株式に含めております。（30年３月期２Ｑ 86,333株）

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信３ページ「連結業績予
想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における経済情勢は、不安定な海外情勢で地政学リスクが増す一方、国際金融市場が

安定を保ったことや、日本政府の経済対策、日銀の金融政策の継続により、設備投資の持ち直しや雇用環境など企

業収益の改善がみられ、緩やかな回復基調が続きました。

このような経営環境のもと、本年創立90周年を迎えた当社グループは、100年ブランドとしての企業価値向上を推

進し、長期的な安定成長を目指すことを基本方針とした中期経営計画「Resonate2018」で掲げる主要戦略と基盤づ

くりに取り組んでまいりました。

国内では、教室・販売・アフターサービスを一体化した地域ユニット体制による営業活動の強化に継続して取り

組み、カワイブランドの発信拠点となる中核店舗のリニューアルを進めております。また、音楽教室ではピアノコ

ースの募集強化や学研教室とカワイ音楽教室の相互開設など、教室の高付加価値化に取り組み、事業と収益力の拡

大を図りました。

海外では、販売基盤の強化として米国のヒューストンに続いて本年10月にダラスに直営店をオープンし、欧州に

おいてはフランスへの出店準備を進めております。特に重要市場である中国においては、各地でプロモーション活

動を展開して鍵盤楽器の拡販に努めるとともに、カワイ音楽教育システムによる幼児教育の普及や、調律技術指導

者の育成事業に取り組むなど、中長期的な成長に向け楽器販売・音楽教室・調律サービスの三位一体での事業拡大

に取り組んでおります。

商品政策面では、90周年記念モデルとして、オンキヨー株式会社の最新オーディオ技術を採用し、グランドピア

ノの鍵盤アクションを搭載したハイブリッドデジタルピアノ『NOVUS NV10』を発売しました。その高付加価値技術

は本年10月発表の普及価格帯モデル「CAシリーズ」にも展開され、今後は全世界での販売拡大を目指してまいりま

す。また、創立90周年の節目に合わせ創設した『Shigeru Kawai国際ピアノコンクール』では、世界25カ国から351

名ものピアニストがエントリーして熱い演奏が繰り広げられ、各方面から高い評価を頂きました。今後も次世代を

担うピアニストを世界各地から発掘・育成を進めるとともに、国際交流の推進や世界の音楽文化の振興を目指して

まいります。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は 33,796百万円（前年同期比 1,669百万円増）、営業利益は

為替影響などにより 1,067百万円（前年同期比 154百万円減益）、経常利益は円安基調により為替差益が発生し

1,226百万円（前年同期比 242百万円増益）、親会社株主に帰属する四半期純利益は 769百万円（前年同期比 138百

万円増益）となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同期比較については、

前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

（楽器教育事業）

楽器教育事業は、鍵盤楽器販売については、フラッグシップモデルの『Shigeru Kawai』は好調を継続し、ピア

ノ全体につきましても中国や北米で堅調に推移し販売が増加しました。デジタルピアノについては、音色や操作

パネル、外装デザインを刷新した主力の「CNシリーズ」が伸長しました。音楽教室では、引き続きピアノコース

の拡大や運営効率の改善など収益性重視の活動により売上が増加しました。この結果、売上高は 26,550百万円

（前年同期比 785百万円増）となりましたが、為替影響により営業利益は 611百万円（前年同期比 232百万円減

益）となりました。

（素材加工事業）

素材加工事業は、半導体関連部品や自動車関連部品の受注が増加し、売上高は 5,658百万円（前年同期比 823

百万円増）となり、営業利益は 560百万円（前年同期比 91百万円増益）となりました。

　

（その他の事業）

その他の事業は、医療機関向けＩＴ機器の販売が増加し、売上高は 1,586百万円（前年同期比 61百万円増）と

なりましたが、営業損失は 66百万円（前年同期比 13百万円悪化）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　（資産、負債、純資産に関する分析）

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、現金及び預金や投資有価証券の時価評価額の増加などにより 51,363

百万円（前期末比 1,535百万円増加）となりました。

　負債合計は、短期借入金の増加などにより 28,514百万円（前期末比 723百万円増加）となりました。

　純資産合計は、利益剰余金及びその他有価証券評価差額金の増加などにより 22,849百万円（前期末比 812百万円

増加）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の連結業績予想につきましては、平成29年５月11日に公表いたしました内容から変更はありませ

ん。

なお、業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものでありますが、実際の業績は今後発生する

様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,821 10,451

受取手形及び売掛金 6,872 7,269

商品及び製品 5,132 5,154

仕掛品 1,555 1,531

原材料及び貯蔵品 1,854 1,950

繰延税金資産 394 397

その他 1,552 1,479

貸倒引当金 △120 △158

流動資産合計 27,064 28,075

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,083 5,003

機械装置及び運搬具（純額） 2,166 2,077

土地 6,353 6,348

その他（純額） 765 967

有形固定資産合計 14,368 14,396

無形固定資産

のれん 213 160

その他 683 646

無形固定資産合計 897 806

投資その他の資産

投資有価証券 5,118 6,014

繰延税金資産 886 571

その他 1,655 1,616

貸倒引当金 △162 △116

投資その他の資産合計 7,498 8,085

固定資産合計 22,764 23,288

資産合計 49,828 51,363

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,267 4,112

短期借入金 3,915 5,220

未払法人税等 650 449

賞与引当金 870 930

製品保証引当金 61 64

その他 4,351 4,740

流動負債合計 14,116 15,517

固定負債

長期借入金 2,333 1,820

環境対策引当金 32 30

退職給付に係る負債 10,238 10,176

資産除去債務 621 611

その他 449 357

固定負債合計 13,674 12,996

負債合計 27,791 28,514
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 7,122 7,122

資本剰余金 1,257 1,257

利益剰余金 14,103 14,427

自己株式 △404 △347

株主資本合計 22,079 22,460

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 320 846

為替換算調整勘定 295 134

退職給付に係る調整累計額 △729 △669

その他の包括利益累計額合計 △113 311

非支配株主持分 71 77

純資産合計 22,037 22,849

負債純資産合計 49,828 51,363
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 32,127 33,796

売上原価 23,451 25,253

売上総利益 8,675 8,542

販売費及び一般管理費 7,454 7,474

営業利益 1,221 1,067

営業外収益

受取利息 20 19

固定資産賃貸料 20 22

為替差益 - 186

その他 54 63

営業外収益合計 95 292

営業外費用

支払利息 27 25

寄付金 32 77

為替差損 210 -

その他 62 30

営業外費用合計 332 133

経常利益 984 1,226

特別利益

固定資産売却益 15 1

受取補償金 7 19

特別利益合計 23 20

特別損失

固定資産除却損 9 10

固定資産売却損 - 2

環境対策引当金繰入額 1 -

特別損失合計 10 12

税金等調整前四半期純利益 996 1,234

法人税等 361 457

四半期純利益 635 777

非支配株主に帰属する四半期純利益 4 7

親会社株主に帰属する四半期純利益 631 769
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 635 777

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △156 525

為替換算調整勘定 △1,412 △171

退職給付に係る調整額 167 60

持分法適用会社に対する持分相当額 △82 8

その他の包括利益合計 △1,484 423

四半期包括利益 △849 1,200

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △842 1,194

非支配株主に係る四半期包括利益 △6 6
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報）

　Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位:百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

楽器教育 素材加工 計

売上高

外部顧客への売上高 25,765 4,835 30,601 1,525 32,127 ― 32,127

セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 206 206 246 453 △453 ―

計 25,765 5,042 30,808 1,772 32,580 △453 32,127

セグメント利益又は損失(△) 843 469 1,313 △53 1,259 △38 1,221

　(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融関連事業、保険代理店事業

及び情報関連事業等を含んでおります。

　２．セグメント利益又は損失の調整額△38百万円には、セグメント間取引消去 31百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△70百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

　３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位:百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

楽器教育 素材加工 計

売上高

外部顧客への売上高 26,550 5,658 32,209 1,586 33,796 ― 33,796

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 178 178 181 360 △360 ―

計 26,550 5,837 32,388 1,768 34,156 △360 33,796

セグメント利益又は損失(△) 611 560 1,171 △66 1,105 △37 1,067

　(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融関連事業、保険代理店事業

及び情報関連事業等を含んでおります。

　２．セグメント利益又は損失の調整額△37百万円には、セグメント間取引消去 32百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△70百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

　３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは、中期経営計画「Resonate2018」で掲げている『基幹事業（楽器・音楽教室）』の成長を中心

として、100年ブランドの確立を目指すため、国内では地域ユニット体制による収益力の強化を深化させ、また中

国でも中長期的な成長に向け、楽器販売、音楽教室、調律の三位一体体制での事業推進により企業価値の向上を

図ってまいります。こうした経営環境を背景に、マネジメントアプローチの考え方に基づき、従来の報告セグメ

ント「楽器事業」、「教育関連事業」、「素材加工事業」、「情報関連事業」を、「楽器教育事業」、「素材加

工事業」に変更しております。なお、「情報関連事業」は「その他」に集約しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載

しております。
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